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主化の歩みを始めた。1992年に立法院（国会に相当）
が全面改選され、96年に総統（大統領に相当）の直接
選挙が行われた。2000年には民主進歩党の陳水扁が総
統に当選して初の政権交代が実現し、その後、2度の
政権交代が行われた。
このように民主化から民主主義の定着へと移行する
なかで、研究の関心もシフトしていくことになった。
それを明瞭に示しているのが若林の2冊の著書である。
1992年に出版された『台湾』（参考文献⑧）は比較政
治学の枠組みを用いて、台湾の権威主義体制と民主化
の特質を分析した。一方、2008年刊行の『台湾の政治』
（参考文献⑨）の注目すべき特徴は、同じ民主化の過
程をたどりながら、そのアイデンティティの政治とい
う性格を描き出したことである。
このように、民主化の最中においては、そのターゲッ
トである権威主義体制と民主化の道筋を解明すること
が喫緊の課題であった。一方、民主化後には厳しいエ
スノポリティクスが繰り広げられることになったため、
民主化のなかでそれがどのように形成されたのかが重
要な課題として浮上したのである。
若林も論じていることだが、台湾政治におけるアイ
デンティティにはもう1つの側面がある。それは民主
化された社会において、台湾という政治体に対するア
イデンティティが強まっていったことである。呉叡人
は馬英九政権第1期における市民社会の成長を論じ、
市民的ナショナリズムの形成を活写した（参考文献
⑩）。このような市民的ナショナリズムは中国の統一
戦線工作と厳しく対峙する。呉介民は両者の緊張関係
を論じ、それが2014年のひまわり運動の背景となって
いたことを明らかにした（参考文献⑪）。
民主化の完了はまた、選挙と政治制度の分析の興隆
をもたらした。前者に関しては、小笠原が極めて精度
の高い選挙結果の予測を行ったことを特筆しておきた
い（http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/ogasawara/）。政
治制度に関しては、特に半大統領制のもとでの総統、
行政院（内閣に相当）、立法院の関係の研究がさかん
に行われている。
●おわりに
若林は1998年の日本台湾学会の設立に際して、台湾
研究には発展、民主化、アイデンティティの3つの系
列があると指摘している（参考文献⑫）。これまで述
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